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■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

未来に引き継げる徳島の実現に
向けた11月補正予算などを可決

　開会日には、県版骨太方針の具現化及び喫緊の課題に対応する11月補正
予算などが提案されるとともに、その概要や県都のまちづくりの新たな方向
性などについて、知事から所信が述べられました。また、県立学校「１人１
台端末」故障への対応に係る補正予算を先議により可決しました。
　さらに、閉会日には、国の総合経済対策に即応した物価高対策や県土強靱

じん

化等のほか、県都のまちづくりに関する調査などの補正予算が追加提案され
ました。
　代表・一般質問では、県都のまちづくりと新ホールの整備、１人１台端末
等の整備、万博に向けた機運醸成、南海トラフ巨大地震対策、ヤングケアラー
や子育て世代への支援、企業の海外展開やスタートアップ支援、農林漁業者
や医療・社会福祉施設等事業者の負担軽減策、カーボンニュートラルの推進
や電気自動車の普及促進、徳島南部自動車道の整備促進などについて論議し
ました。
　今定例会では、議員提出議案の「参議院議員選挙における合区の解消を求
める意見書」等の意見書４件、条例改正１件を可決しました。また、知事提
出議案35件を原案どおり可決・認定・承認、請願１件を採択しました。

11月定例会の主な審議の結果11月定例会の概要 令和５年11月30日～12月22日会 期

●可決、認定、承認された議案
○令和５年度補正予算
　・一般会計（３件）
　　補正予算額は285億5,737万
　　９千円の増額で、補正後の予
算は、5,616億4,610万５千円

　・企業会計（１件）
○条例の制定（２件）
　・徳島県こども未来基金条例
など

○条例の改正（14件）
　・徳島県議会議員の議員報酬、
費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部改正（議員
提出）　など

○指定管理者の指定（３件）　
○契約案件（３件）

○決算の認定（３件）
○剰余金の処分及び決算の認定
（４件）
○その他（３件）

●可決された意見書（４件）
　・参議院議員選挙における合
区の解消を求める意見書

　・特殊詐欺被害防止対策の強
化を求める意見書

　・国の教育政策における財政
的支援を求める意見書

　・森林・林業・木材産業関係
事業の推進に関する意見書

●採択された請願（１件）
　・国の教育政策における財政
的支援に関する請願

提出議案や各議員の表決態度については県議会ホームページ
に掲載しています。

徳島県議会　定例会の概要 検 索

県民と県議会議員の
意見交換会を実施しました
　11月24日、議事堂サロンにおいて、「安心してこど
もを産み育てるために」をテーマに、県民と県議会議
員の意見交換会を実施しました。
　NPO法人チルドリン徳島ほかの皆さん、徳島文理大学
生10名と政策条例検討会議の議員13名が参加しました。
　県民からは、育休取得やその後の職場復帰、保育所
等のICT化や職員の待遇改善などについての意見が述
べられ、活発な議論が交わされました。

踏み出せ 徳島！ 議事堂ホールで
 書道パフォーマンス
●12月21日、議事堂ホールにおいて、四国大学文学部書道文化学科の学生による書道
パフォーマンスを実施しました。まず、今年の漢字として、学生が選んだ「動」と「新」
の一字書きを、次に、
「疾風迅雷」と「再起」
をテーマとした作品を、
音楽に合わせて、全身
を使った豪快な筆遣い
で書き上げました。

　11月30日には入田小学校
５、６年生の皆さん、12月６
日には堀江南小学校５、６年
生の皆さん、12月７日には伊
沢小学校６年生の皆さん、12
月８日には穴吹小学校６年生
の皆さんが参加されました。

県議会小学生社会見学ツアーを開催しました

●11月17日、議員と四国大学陸上競技部員が競技力向上の取り組みについて意見交換
を行いました。
●11月22日、議員が四国大学経営情報学部の学生を対象に、「いま伝えたいこと～未来
を創るみなさんへ～」と題して講演を行いました。
●11月定例会期間中、議事堂ホールにおいて、四国大学文学部書道文化学科の学生の
作品を展示しました。

大学との包括連携協定事業

堀江南小学校
（鳴門市）の皆さん

伊沢小学校
（阿波市）の皆さん

穴吹小学校
（美馬市）の皆さん

入田小学校
（徳島市）の皆さん

動画
配信中
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今
回
の
見
直
し
に
よ
る
大

幅
な
コ
ス
ト
削
減
が
見
通
せ

な
い
以
上
、
新
ホ
ー
ル
の
開

館
時
期
を
遅
ら
せ
な
い
た
め
、

現
計
画
ど
お
り
整
備
を
進
め

る
べ
き
。

	

新
ホ
ー
ル
を
含
む
県
都
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
皆
様
の
理
解
・
協
力
を
頂
き
、

今
任
期
中
の
で
き
る
だ
け
早
い
段
階

で
の
工
事
着
工
後
、
お
お
む
ね
３
年

間
で
の
竣し

ゅ
ん

工
を
目
指
し
た
い
。		

	

こ
ど
も
基
本
法
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
、
経
済
状
況
が
よ
り
厳
し
い
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

	
食
料
品
の
配
布
や
生
活
・
修
学

資
金
の
支
援
な
ど
、
当
面
の
生
活
支

援
と
将
来
的
な
自
立
支
援
の
観
点
で

施
策
を
実
施
。
県
内
の
児
童
や
保
護

者
へ
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
必
要

な
支
援
に
取
り
組
む
。

	

持
続
可
能
な
食
料
供
給

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
寄
与

す
る
有
機
農
業
の
拡
大
に

向
け
て
、
生
産
振
興
と
消

費
拡
大
の
両
輪
で
対
策
を

進
め
る
べ
き
。

	

生
産
振
興
策
の
化
学
肥
料･

化

学
農
薬
低
減
技
術
の
実
証
、
消
費
拡

大
策
の
食
農
教
育
に
加
え
、
優
良
事

例
の
横
展
開
に
よ
り
、
市
町
村
等
と

の
連
携
の
下
、
有
機
農
業
の
拡
大
に

取
り
組
む
。

	

鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
採
択
当
時
に
試
算
さ
れ
た

事
業
費
や
効
果
な
ど
の
再
検
証

を
含
め
、
事
業
化
の
検
討
を
速

や
か
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

	

市
や
Ｊ
Ｒ
四
国
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
徳
島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅

付
近
に
至
る
採
択
区
間
に
お
い
て
、

事
業
の
費
用
対
効
果
を
改
め
て
算
定

す
る
等
の
再
検
証
を
行
い
つ
つ
、
事

業
化
に
向
け
、新
た
な
計
画
を
示
す
。

	

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

実
現
に
向
け
、
こ
ど
も
施
策

を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
子

ど
も
や
若
者
な
ど
の
意
見
を

反
映
し
た
分
か
り
や
す
い
計

画
を
策
定
す
べ
き
。

	

こ
ど
も
施
策
の
新
た
な
道み

ち
し
る
べ標と

し
て
、
子
ど
も
や
若
者
、
子
育
て
当

事
者
の
声
を
適
切
に
反
映
し
た
県
こ

ど
も
計
画
を
令
和
６
年
度
に
策
定
。

６
分
野
の
こ
ど
も
関
連
計
画
を
統
合

し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
。

	

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
持
続
可
能
な
中
山

間
地
域
の
構
築
に
向
け
、
農※

１

村

Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
を
積
極
的
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

阿
南
市
加
茂
谷
、
椿
、
美
波
町

赤
松
を
県
版
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
先
導
モ
デ

ル
と
位
置
付
け
、
農
業
用
水
管
理
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
を
支
援
。
さ
ら
に
、
県
・

市
町
村
・
専
門
家
に
よ
る
伴
走
支
援

チ
ー
ム
で
全
県
展
開
を
図
る
。

	

県
内
産
業
の
将
来
的
な
発
展

の
た
め
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る

蓄
電
池
産
業
を
新
た
な
柱
と
す

べ
く
、
蓄
電
池
関
連
工
場
や
関

連
産
業
の
集
積
拡
大
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
。

	

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
見
据
え

た
蓄
電
池
産
業
の
集
積
等
を
戦
略
の

柱
と
す
る
徳
島
バ
ッ
テ
リ
ー
バ
レ
イ

構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
、
構
想
の

実
現
を
通
じ
て
、
本
県
産
業
の
新
た

な
柱
を
確
立
す
る
。

	

物
価
高
に
苦
し
む
医
療

機
関
や
社
会
福
祉
施
設
な

ど
に
対
し
、
公
定
価
格
の
改

定
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
負

担
軽
減
策
を
速
や
か
に
講

じ
る
べ
き
。

	

全
国
知
事
会
を
通
じ
た
要
望
や
、

直
接
、
厚
生
労
働
大
臣
に
現
場
の
声

を
届
け
た
結
果
、
国
の
交
付
金
が
措そ

置ち

さ
れ
、
こ
れ
を
活
用
し
、
緊
急
的

な
負
担
軽
減
策
の
補
正
予
算
案
を
今

定
例
会
に
追
加
提
案
す
る
。

	

徳
島
な
ら
で
は
の
自
然
を

生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
磨
き
上
げ
、

観
光
誘
客
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

	

自
然
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
釣
り
を
生
か
し
た

旅
行
商
品
造
成
に
向
け
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
実
施
な
ど
、
徳
島
県
の
豊
か

な
釣
り
環
境
の
魅
力
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
、本
県
へ
の
誘
客
を
図
る
。

	

複
雑
多
様
化
す
る
児
童
虐

待
の
相
談
対
応
件
数
が
過
去

最
高
と
な
る
中
、
児
童
相
談
所

の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
し
、

大
胆
な
機
能
強
化
に
取
り
組

む
べ
き
。

	

有
識
者
等
で
構
成
す
る
児
童
相

談
所
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
大
胆
な
機
能
強
化
に
向
け
、
議

論
を
重
ね
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
に

取
り
組
む
。

	

医
師
の
高
齢
化
が
進
行
す

る
本
県
に
お
い
て
、
医
療
提
供

体
制
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
医

師
確
保
に
係
る
施
策
の
さ
ら
な

る
充
実
・
強
化
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

	

徳
島
大
学
医
学
部
地
域
特
別
枠

の
拡
大
を
は
じ
め
、
県
外
出
身
学
生

の
県
内
定
着
促
進
施
策
や
本
県
出
身

学
生
の
帰
県
促
進
施
策
の
検
討
を
進

め
る
ほ
か
、
臨
床
研
修
医
の
魅
力
あ
る

研
修
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

	

飼
料
価
格
の
高
騰
が
長
引

く
厳
し
い
状
況
の
中
、
本
県
の

基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業
を
維

持
・
継
続
さ
せ
る
た
め
、
さ
ら

な
る
支
援
策
を
速
や
か
に
打
ち

出
す
べ
き
。

	

全
て
の
畜
産
農
家
が
意
欲
を

持
っ
て
経
営
継
続
で
き
る
よ
う
、
長

期
化
す
る
飼
料
価
格
の
高
騰
を
踏
ま

え
た
さ
ら
な
る
支
援
策
を
速
や
か
に

検
討
し
、
補
正
予
算
案
と
し
て
今
定

例
会
に
追
加
提
案
す
る
。

	

３
町
と
の
特
別
交
付
税
に

関
す
る
問
題
の
解
決
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
事
は
選

挙
公
約
に
お
い
て
、
謝
罪
、
補

填
を
約
束
し
て
い
る
が
、
こ
の

公
約
を
守
る
の
か
。

	

解
決
を
目
指
す
立
場
に
変
わ

り
は
な
く
、
３
町
と
は
未
来
志
向

で
様
々
な
施
策
に
お
い
て
連
携
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
特
別
交
付
税

の
適
切
な
算
定
、
さ
ら
に
は
、
そ

の
透
明
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

	

県
立
高
校
の
学
区
制
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の

将
来
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

制
度
が
望
ま
し
い
か
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
。

	

一
刻
も
早
く
議
論
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の

下
、
東
部
地
区
市
町
村
長
と
の
地
域

懇
話
会
や
、
総
合
教
育
会
議
で
意
見

交
換
を
行
い
、
議
論
を
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。

	

潜
在
化
し
や
す
い
特
性
が

あ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
、
県
の
施
策
の
進
捗
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
、
さ
ら

な
る
支
援
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

	

市
町
村
が
新
た
に
担
う
家
事
援

助
や
相
談
支
援
を
、
地
域
間
で
偏
り

な
く
進
め
る
た
め
、
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
年
度
内
に
作
成
す
る
な
ど
、
当

事
者
の
声
や
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

	

大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
万
博
へ
の

招
待
等
、
県
民
の
参
画
を
促
し
、

５
０
０
日
後
の
開
幕
に
向
け
て

機
運
を
高
め
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

子
ど
も
た
ち
が
万
博
で
世
界
の

文
化
や
未
来
の
技
術
に
触
れ
、
徳
島

の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
は
、
若
い

感
性
に
刺
激
を
も
た
ら
す
と
期
待
。

子
ど
も
た
ち
を
万
博
に
招
待
す
る
具

体
的
な
仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組
む
。

	

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
を

迎
え
、
代※

２

位
弁
済
件
数
の
増
加

等
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
事
業
者
に
対
し
、
県
と

し
て
資
金
繰
り
支
援
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

事
業
者
の
返
済
不
安
解
消
に
応

え
る
た
め
、
保
証
付
き
融
資
か
ら
の

借
り
換
え
が
可
能
な
経
営
力
強
化
伴

走
支
援
資
金
を
創
設
。
さ
ら
に
同
資

金
の
保
証
料
補
助
継
続
の
補
正
予
算

案
を
今
定
例
会
に
追
加
提
案
す
る
。

	

徳
島
南
部
自
動
車
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
県
道
徳
島

上
那
賀
線
高
良
工
区
の
今
後
の

見
通
し
や
、
立
江
櫛
渕
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
接
続
道
路
の
櫛
渕
町

交
差
点
の
安
全
対
策
は
。

	

高
良
工
区
は
下
流
側
の
川
側
擁

壁
を
施
工
中
で
あ
り
、
上
流
側
も
速

や
か
な
発
注
に
努
め
る
。
交
差
点
安

全
対
策
は
、
右
折
レ
ー
ン
の
延
伸
や
、

の
り
面
対
策
な
ど
の
検
討
を
進
め
、

年
度
内
に
測
量
・
調
査
に
着
手
す
る
。

代表質問代表質問からから 主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

児
童
虐
待
防
止
の
最
後
の
と
り
で

児
童
相
談
所
の
大
胆
な
機
能
強
化
を

原
はら

　徹
てつ

臣
じ

（徳島県議会自由民主党）

特
別
交
付
税
問
題

知
事
は
公
約
を
守
る
の
か

県
民
が
参
画
で
き
る

大
阪
・
関
西
万
博
を

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た

蓄
電
池
産
業
を
新
た
な
柱
に

多
く
の
県
民
が
願
っ
て
い
る
現
計
画
で

早
期
の
新
ホ
ー
ル
整
備
を

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
で

鉄
道
高
架
と
新
ホ
ー
ル
整
備
の
両
立
を

一般質問一般質問からから

山
やま

西
にし

国
くに

朗
お

（徳島県議会自由民主党）

岡
おか

本
もと

富
とみ

治
じ

（徳島県議会自由民主党）

沢
さわ

本
もと

勝
かつ

彦
ひこ

（グローカルｐｌｕｓ）

庄
しょうの

野昌
まさ

彦
ひこ

（新しい県政を創る会）

重
しげ

清
きよ

佳
よし

之
ゆき

（徳島県議会自由民主党）

とくしま県議会だより（2）



答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

	

公
共
部
門
の
脱
炭
素
化

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ス
ピ
ー

ド
感
と
実
効
性
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
導
入
を
今
後
、
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

	

Ｐ※
３
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
、
ア
ス
テ
ィ

と
く
し
ま
な
ど
６
県
有
施
設
へ
の
導

入
に
向
け
、
契
約
候
補
者
を
選
定
。

そ
の
他
の
施
設
も
導
入
可
能
性
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
新
た
な
Ｇ
Ｘ
推

進
計
画
に
整
備
方
針
を
盛
り
込
む
。

	

小
中
学
校
の
不
登
校
児

童
生
徒
は
過
去
最
多
を
更
新
。

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

学
び
の
場
の
確
保
を
は
じ
め
、

不
登
校
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	

市
町
村
教
委
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
学
び
の
保
障
に
向
け
、
居
場

所
や
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保
に
努

め
る
。
併
せ
て
、
専
門
家
と
の
協
働

に
よ
る
必
要
な
支
援
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
不
登
校
対
策
に
取
り
組
む
。

	

高
齢
者
の
住
み
慣
れ
た
地
域

で
の
日
常
生
活
に
は
環
境
整
備

が
必
要
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
確
保
に
向
け
、
山
間
地
域

を
抱
え
る
自
治
体
へ
の
財
政
的

支
援
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

	

本
来
、
介
護
保
険
制
度
に
お
け

る
財
政
支
援
は
国
に
お
い
て
対
応
す

べ
き
も
の
と
認
識
。
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
介
護
報
酬
と
な
る
よ
う
国
に

政
策
提
言
を
行
い
、必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

	

県
内
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
・
見
る
・
支
え
る
イ
ベ
ン

ト
が
に
ぎ
わ
い
を
生
む
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

	

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
の
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
な
ど
人
が
集

ま
る
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

今
後
、
新
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
検
討
や
、

推
進
体
制
の
構
築
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
加
速
す
る
。

	

こ
こ
10
年
間
で
激
減
し
て

い
る
名
西
高
校
の
募
集
定
員

を
見
直
す
べ
き
。
加
え
て
、
受

検
生
の
不
公
平
感
を
解
消
す

る
た
め
、
通
学
区
域
制
の
再

編
が
必
要
で
は
。

	

地
域
の
状
況
を
勘
案
し
、
募
集

定
員
は
、
令
和
６
年
度
普
通
科
で
10

人
増
。
通
学
区
域
制
は
、
各
種
会
議

で
の
意
見
や
要
望
、
現
行
制
度
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
、
本
県
に
ふ
さ
わ

し
い
制
度
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

	

中
山
間
地
域
を
中
心
に
深
刻

な
状
況
が
続
く
鳥
獣
被
害
の
軽

減
に
向
け
、
捕
獲
と
消
費
拡
大

の
両
面
か
ら
対
策
を
強
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

	

Ｄ
Ｘ
技
術
を
活
用
し
た
高
精
度

な
情
報
に
基
づ
く
新
た
な
広
域
捕
獲
、

学
校
給
食
で
の
提
供
や
阿
波
地
美
栄

ま
つ
り
の
首
都
圏
へ
の
拡
大
に
よ
る

魅
力
発
信
な
ど
、
捕
獲
の
強
化
と
消

費
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

	

妊
婦
の
良
好
な
口
腔
環
境

が
出
産
リ
ス
ク
の
減
少
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
口
腔
ケ
ア
の

周
知
啓
発
と
妊
婦
歯
科
健
診
の

全
県
拡
大
に
向
け
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

	

妊
娠
期
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

や
歯
科
健
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
理

解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
妊
婦
歯
科

健
診
の
導
入
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市

町
村
へ
の
働
き
掛
け
を
強
化
す
る
。

	
徳
島
の
魅
力
を
海
外
に
発

信
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
阿
波
お
ど
り
を
世
界

に
展
開
す
る
こ
と
が
効
果
的

な
広
告
宣
伝
と
な
る
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

世
界
中
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
が
相

次
い
だ
踊
り
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
第

２
弾
の
開
催
や
、
タ
イ
の
旅
行
博
で

の
阿
波
お
ど
り
の
未
来
を
担
う
徳
島

の
若
者
代
表
に
よ
る
踊
り
披
露
に
取

り
組
む
。

	

多
様
化
・
巧
妙
化
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ

ル
が
増
加
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

	

警
察
本
部
と
連
携
し
、
ネ
ッ
ト

の
危
険
性
に
つ
い
て
理
解
を
図
る
啓

発
資
料
を
作
成
す
る
な
ど
、
児
童
生

徒
は
も
と
よ
り
、
学
校
や
家
庭
が
一

丸
と
な
っ
て
、
情
報
モ
ラ
ル
・
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
努
め
る
。

	

県
西
部
の
日
常
生
活
に
不

可
欠
で
あ
り
、
に
し
阿
波
観
光

圏
に
お
い
て
重
要
な
道
路
で

あ
る
国
道
１
９
３
号
、
４
９
２

号
の
整
備
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

	

現
在
、
国
道
１
９
３
号
は
、
の

り
面
対
策
や
交
通
安
全
対
策
、
国
道

４
９
２
号
は
現
道
拡
幅
や
落
石
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
と
も
地

元
美
馬
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

道
路
整
備
を
進
め
る
。

	

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ

き
資
源
で
あ
る
、
に
し
阿
波

の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
を

今
後
ど
の
よ
う
に
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
の
か
。

	

ブ
ラ
ン
ド
認
証
食
材
の
消
費
拡

大
や
販
路
開
拓
に
加
え
、
傾
斜
地
農

業
体
験
の
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
教
育

旅
行
等
に
取
り
入
れ
る
ほ
か
、
効
果

的
な
情
報
発
信
に
よ
り
、
人
々
を
ひ

き
つ
け
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

	

２
０
３
０
年
代
以
降
に
大
量

排
出
が
見
込
ま
れ
る
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
有
効
活
用
や
適
正
処
理

に
つ
い
て
、
循
環
型
社
会
に
つ

な
が
る
徳
島
な
ら
で
は
の
対
策

を
講
じ
て
い
く
べ
き
。

	

今
後
、
実
態
調
査
に
基
づ
く
使

用
済
パ
ネ
ル
の
中
長
期
的
排
出
量
の

推
計
、
本
県
の
実
情
に
合
致
し
た
有

効
活
用
策
に
よ
る
資
源
循
環
、
県
内

事
業
者
の
技
術
革
新
に
よ
る
適
正
処

理
の
確
保
を
推
進
す
る
。

	

徳
島
化
製
事
業
協
業
組
合

へ
の
化
製
場
衛
生
確
保
対
策
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
環
境
対

策
に
も
補
助
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
悪
臭
等
へ
の
具
体
的
な

対
策
と
経
費
は
。

	

悪
臭
等
へ
の
環
境
対
策
と
し
て
、

徳
島
市
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て

立
入
調
査
を
行
い
、
対
策
を
指
導
。

具
体
的
に
は
、
保
守
点
検
の
徹
底
や
、

施
設
や
製
造
機
器
の
計
画
的
な
更
新

な
ど
悪
臭
対
策
の
指
導
を
実
施
。

	

新
ホ
ー
ル
整
備
の
現
計

画
に
つ
い
て
、
知
事
が
選
挙

時
か
ら
再
三
に
わ
た
り
、
外

観
に
お
金
が
掛
か
り
過
ぎ
る

と
発
言
し
て
い
た
が
、
そ
の

根
拠
は
。

	

現
計
画
の
設
計
は
、
一
般
的
な

ホ
ー
ル
と
比
較
し
て
特
徴
的
な
部
分

が
多
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
複
数
の
機
能
を
兼
ね
て
お

り
、
外
観
の
み
の
コ
ス
ト
の
明
確
な

切
り
分
け
は
困
難
と
考
え
る
。

	

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
は
竣し

ゅ
ん

工
52

年
、
長
寿
命
化
計
画
の
目
標
が

65
年
で
使
用
可
能
期
間
短
縮
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
新
ホ
ー
ル

と
の
一
体
活
用
の
理
由
と
使
用

不
可
能
時
の
代
替
策
は
。

	

８
０
０
席
規
模
の
ホ
ー
ル
、
展

示
室
や
会
議
室
な
ど
を
備
え
て
お
り
、

一
体
活
用
で
利
用
者
の
選
択
肢
が
増

え
、
利
便
性
や
機
能
性
が
高
ま
る
。

ま
た
、
適
切
な
保
全
措
置
に
よ
り
竣し

ゅ
ん

工
65
年
ま
で
運
営
可
能
と
考
え
る
。

	

社
会
経
済
活
動
が
正
常
化

す
る
中
、
事
業
者
の
前
向
き
な

気
持
ち
を
後
押
し
し
、
新
し
い

経
済
の
流
れ
や
ル
ー
ル
に
乗
り

遅
れ
な
い
よ
う
経
済
活
動
を
支

援
す
べ
き
。

	

新
た
な
設
備
投
資
を
支
援
す
る

補
助
金
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
か

ら
の
借
換
え
や
新
た
な
資
金
需
要
に

融
資
を
実
行
。
さ
ら
に
、
人
材
確
保

に
向
け
、
雇
用
対
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
し
た
支
援
を
実
施
す
る
。

	

今
後
ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
致
、
と
り
わ
け
、

国
内
外
の
富
裕
層
に
対
し

て
、
効
率
的
な
誘
致
を
進
め

る
の
か
。

	

国
際
線
や
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
の

誘
致
に
よ
る
海
外
か
ら
の
導
線
づ
く

り
に
加
え
、
魅
力
的
な
宿
泊
施
設
誘

致
の
た
め
大
胆
な
支
援
制
度
の
設
計
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
充
実
の
た
め
自
然
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
磨
き
上
げ
を
行
う
。

	

家
庭
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
、
個
性

や
才
能
を
伸
ば
す
体
験
機
会
を

広
げ
る
た
め
の
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

	

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
児
童
館

に
お
い
て
、
設
置
主
体
で
あ
る
市
町

村
が
、
地
域
の
匠た

く
み

に
よ
る
様
々
な
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
体
験
な
ど
が

行
え
る
よ
う
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み

を
検
討
す
る
。

グ
リ
ー
ン
社
会
の
構
築
に
向
け

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

地
方
創
生
の
起
爆
剤
と
な
り
得
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を

妊
婦
の
口
腔
ケ
ア
を
促
進
す
る
た
め

妊
婦
歯
科
健
診
の
全
県
拡
大
を

に
し
阿
波
観
光
圏
へ
の
交
流
人
口

拡
大
の
た
め
幹
線
道
路
の
整
備
を

化
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竹
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内
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義
よし

了
のり

（新しい県政を創る会）

近
こん

藤
どう

　諭
さとる

（グローカルｐｌｕｓ）

立
たて

川
かわ

了
のり

大
ひろ

（徳島県議会自由民主党）

木
きの

下
した

賢
たか

功
のり

（徳島県議会自由民主党）

岡
おか

　佑
ゆう

樹
き

（真政会）

曽
そ

根
ね

大
ひろ

志
し

（日本維新の会）

※１【農村ＲＭＯ】
　「農村	Region	Ｍanagement	Ｏrganization」。複数の集落の機能を補完
して、農用地保全活動や農業を核とした経済活動と併せて、生活支援等地
域コミュニティの維持に資する取り組みを行う組織のこと。

※２【代位弁済】
　債務者が借入金を金融機関へ返済できなくなった場合に、保証会社など
債務者以外の者が、代わって借入金を弁済すること。

※３【ＰＰＡ】
　「Power	Purchase	Agreement（電力販売契約）」の略。電力を必要と
する側が事業者側に敷地や屋根などのスペースを提供し、事業者側が設備
の無償設置と運用・保守を行う。電力を必要とする側は電気料金を事業者
側に支払う。

※４【ステルスマーケティング】
　広告であるにもかかわらず、広告であることを隠すこと。

用　  語　  解　  説

（3）とくしま県議会だより



とくしま県議会だより（4）

●この広報紙は市役所､ 町村役場、または県の総合県民局、各庁舎、県庁内のふれあいセンター､ 県議会事務局でお渡ししています。

●都道府県議会議員研究交流大会に議員が参
加しました（11月 14日）。
●市議会議長会、町村議会議長会及び県議
会が３団体合同で、総務省など関係省庁
に対し、参議院選挙における合区解消な
ど４項目について要望を行いました（11
月 22 日）。
●議決対象とした「徳島県教育振興計画（第
４期）」について、全議員勉強会を開催し
ました（11月 30日）。
●徳島県議会ハラスメント防止研修会を開催
しました（11月 30日）。
●議決対象とした新たな総合計画について、
全議員勉強会を開催しました（12月22日）。

●医療・福祉関係議員連盟がNPO法人徳島の子育てに伴走する会マチノワと徳島県の子育てについて、意
見交換を行いました（11月 10日）。
●徳島南部自動車道・阿南安芸自動車道建設促進議員連盟が国土交通省四国地方整備局等に対し、徳島南部
自動車道及び阿南安芸自動車道の早期整備に向けた重要要望を行いました（11月 14日）。
●防衛議員連盟と防災対策議員連盟の合同により、日本の危機管理について、勉強会を開催しました（11
月 17日）。
●徳島南部自動車道・阿南安芸自動車道建設促進議員連盟が徳島県等と合同で、財務省等に対し、徳島南部
自動車道及び阿南安芸自動車道の早期整備に向けた重要要望を行いました（11月 21日）。
●徳島自動車道整備促進議員連盟が徳島県等と合同で、財務省等に対し、徳島自動車道の早期４車線化に向
けた重要要望を行いました（11月 21日）。
●四国公共交通議員連盟が、国土交通省及び財務省に対し、公共交通の維持・活性化及び四国新幹線導入に
関する要望を行いました（11月 22日）。
●徳島自動車道整備促進議員連盟が徳島県等と合同で、国土交通省四国地方整備局及び西日本高速道路株式
会社四国支社に対し、徳島自動車道の早期４車線化に向けた重要要望を行いました（12月 20日）。
●治水・利水を考える議員連盟が災害の時代の地域づくりについて、勉強会を開催しました（12月 22日）。

議会トピックス議会トピックス 議員連盟の活動議員連盟の活動

常任委員会の県内視察の概要
●総務委員会
・県中央部（令和５年11月７日）
　徳島県警察機動隊にて、活動
状況について説明を受けた後、
当該施設及び装備資機材等の運
用状況を調査しました。

●文教厚生委員会
・県南部（令和５年11月９日）
　ひのみね支援学校で、特別支
援学校における医療的ケア児へ
の対応について調査及び視察し
た後、意見交換を行いました。

徳島県警察機動隊 ひのみね支援学校

県議会だより「録音版」「点字版」を発行しています県議会だより「録音版」「点字版」を発行しています
　ご希望の方は、次のところへご連絡ください。
連絡先／障がい者交流プラザ 視聴覚障がい者支援センター　TEL：088-631-1400
　なお、県議会ホームページに、県議会だよりのPDF版、音声版も掲載しています。

議会日程議会日程

２月９日··················· 常任委員会
２月13,14日············ 特別委員会
２月15日·················· 本会議（開会）
２月20日·················· 本会議（代表質問）
２月21日·················· 本会議（一般質問）
２月26～ 29日······· 常任委員会
３月1, ４日··············· 特別委員会
３月11日·················· 本会議（閉会）

令和６年２月定例会の日程

※日程は予定であり、変更
する場合があります。

　正解者の中から抽選で10名様に、「なると金時阿波ういろ」と
「阿波番茶」をセットにして、プレゼントいたします。

●応募方法：·応募フォーム、はがき、電子メール又はファクシミリでクイズの
答え、住所、氏名、電話番号、「とくしま県議会だより」について
の感想を記入の上、次の宛先までお送りください。

　　　　　　　※ご応募は、お一人につき１通までとさせていただきます。

●応 募 先：·〒770–8570（住所記入不要）
· 徳島県議会事務局·政策調査課
	 メールアドレス：tokushimakengikaidayori@pref.tokushima.jp
	 ファクシミリ：088–655–2530
●締　　切：·令和６年３月11日（月）　消印有効
　　　　　　　（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。）
※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します。

令和５年12月21日に実施した書道パフォーマンスで、四国大学文学部書道文化学科
の学生の皆さんは、「今年の漢字」として、「動」と「○」を選びました。
さて、○に入る漢字一文字は何でしょうか。 ①新　　　②税　　　③旧

Ｑ
議会クイズ

ヒントは
紙面上に
あります！

応募フォームは
こちら·➡

とくしま議会だより
第119号の議会クイズの答えは、
❸関西広域連合でした。

なると金時阿波ういろと阿波番茶
徳島県産なると金時芋あんを阿波ういろで包
んだ「なると金時阿波ういろ」と、本場相生（那
賀町）の良質な茶葉を後

こう

発酵させた「阿波番茶」
をお楽しみください！
【提供】公益社団法人	徳島
県物産協会「あるでよ徳島」

常任委員会 特別委員会11月定例会委員会の概要
●地方創生対策特別委員会
　観光施策の推進状況、鉄道高架事業
やJR四国の車両基地の移転、駅の無人
化、台湾チャーター便の実施結果と今
後の方向性、インバウンド増加に伴う
トコジラミ対策などについて質疑及び
提言がありました。

●総務委員会
　特殊詐欺被害防止対策、新ホール整
備に係る調査予算、特別会計の見直し、
知事公舎の在り方、県都のまちづくり
の方向性、大阪・関西万博に向けた取
り組みなどについて質疑及び提言があ
りました。

●防災・感染症対策特別委員会
　地方防災計画の修正、インフルエン
ザの感染状況や罹

り

患
かん

時のリスクの周知、
既存施設の避難所としての活用、緊急
輸送道路に面する危険な空き家の対策、
危機管理調整費の状況などについて質
疑及び提言がありました。

●文教厚生委員会
　医療DXの推進、県立病院における働
き方改革、医療的ケア児への支援、県
立学校１人１台端末の故障対応、国際
理解教育の推進、公立高校授業料への
支援、薬物乱用防止教育などについて
質疑及び提言がありました。

●消費者・環境対策特別委員会
　特殊詐欺被害や、EV用充電インフラ
整備指針、デジタル化に対応した消費
者教育、20歳未満の消費者の相談件数
及び相談内容、ス

※４
テルスマーケティン

グ規制などについて質疑及び提言があ
りました。

●経済委員会
　中小企業設備近代化資金貸付金等の
未収金に関する今後の方針、養殖用配
合飼料価格の高騰対策、海外での農林
水産物のプロモーションの取り組み、
水稲の多収品種の導入などについて質
疑及び提言がありました。

●次世代育成・少子高齢化対策特別委員会
　保育所や認定こども園における調理
員の処遇改善や不適切な保育、こども
食堂、介護報酬改定の動向、高齢者施
設での虐待防止、学校現場でのタブレッ
トを活用したICT教育などについて質
疑及び提言がありました。

●県土整備委員会
　JR牟岐線の利用促進、鉄道高架事業、
国際線就航促進事業、新ホール整備の
藍場町地下駐車場への影響、県有施設
への電気自動車用充電設備導入事業、
環境基本計画などについて質疑及び提
言がありました。

議会見学会のご案内議会見学会のご案内
　議事堂を見学してみませんか。電話でお申し
込みの上、見学申込書を提出してください。
TEL：088-621-3010

申込方法等
はこちら


